
　これまでの大学の教育は、基
本的に座学主体。一方的に教
員が授業で説明し、学生がそれ
を聞くという受け身のタイプで
高校の延長のような授業が多い
中、社会共創学部を設置すると
きには、ｅラーニングのような
新しい学習スタイルを導入しよ
うということになりました。
　これは、 「反転学習」に少し近
いのですが、学生自身で講義動
画を視聴し学習ポイントを把握
する。その上で教科書を読み、練
習問題を解き、理解を深めると
いうもので、今回これを活用し、
学生の学習効果を確かめてみよ
うと思いました。

　今の学生は、YouTubeなどを
多く利用する動画世代と言える
と思います。一方で、大学の教
育は、依然として白板・黒板に書
く授業が多く、動画をあまり使
いません。それがいけないわけ

ではないのですが、学生は動画
からさまざまな情報を得ること
に慣れているため、授業のコン
テンツとして、著作権上問題の
ない動画を掲載し、学生がそれ
を見て理解を深められるように
工夫しました。　

　普段、私たちが全部授業で教
えてしまうと、学生は教科書を
読みません。なぜなら、授業で
パワーポイントを見せ、資料も
配るため、学生は教科書を読む
必要がないのです。けれども、
このようにeラーニング上で教
科書を提示すると、学生はそれ
を全部読まないといけない。こ
の点では、本を読むという学習方
法のトレーニングになるのでは
と期待しています。

　大学では教員のポイント制を
導入していることもあり、学生
数は一定であるのに対し教員数
は徐々に減り、その分、負担が大
きくなっています。
　例えば、理系の学生は安全衛
生教育が必須で、現在、教員が対
面授業を行っていますが、毎年同
じ内容です。この授業は、言語で
教えるよりも動画で見せた方が
効果的です。また、対面での講義
は、その時々で内容が変わる可能
性もあります。学生が同じ動画を
視聴し均質な内容を学ぶことも
大事だと思いますので、その点で

も、ぜひ、ｅラーニングを取り入
れたいと考えています。

　また現在、理工学研究科と農
学研究科の留学生が特に増えて
おり、その留学生に対しても、　　
「プレ留学」 と言いましょうか、

本学へ来る前に安全衛生教育を
学習してもらい、本学で再度学ぶ
ことで、より効果的になると思って
います。

　今後、ICTのこんなものを取り
入れたい

　大学として取り組んでほしいこ
ととして、本格的に「教育コンテン
ツ・アーカイブ」のようなものを残
さないといけないと思っていま
す。お辞めになる先生もおられま
すし、その時にその先生にしかで
きない講義を、アーカイブとして、
しっかり残してもらいたい。
　本学だけではなく、他大学と連
携しても良いですね。そのような
ものを蓄積して教育に取り入れ
ていくことは、これから大学がお
かれる状況において、とても大切
ではないでしょうか。
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▲スライド上で教科書のどこをどのように学習す
べきか、内容とポイントを講義動画で解説

「地球科学」で活用された eラーニングコンテンツ
学習内容を確認するための
動画を視聴ポイ

ント
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（ページを提示）

▲スライド上で教科書のどこをどのように学習す
べきか、内容とポイントを講義動画で解説

▲視覚的にイメージできるよう、講義に関連する
CGや映像 （著作権フリー）を掲載

理解を深めるCGや映像ポイ
ント
2 練習問題、

中間・期末テスト対策問題ポイ
ント
3

▲各講の練習問題で成果を確認。
対面での中間・期末テスト対策問題にも活用

講義動画

▲Moodleコース 「 地球科学 」

CG・映像

練習問題

レポート課題

期末テスト対策問題

スライド（ブラッシュアップ前）

eラーニン
グで

　　　自
ら学ぶ力

を育てる！

スライド（ブラッシュアップ後）


